
                                                          世羅町立せらにし小学校

改善計画
７月 １月

５点 ４点 ３点 ２点 １点 ｇ
達成

ｇ
達成

イ ロ ハ

（１）小中連携・共
通授業システム
の定着を図る。

教師の自己評価を毎学期行い意識
を高め，昨年度より達成率を上げ
る。 昨年度

の達成
率

70％
80%　以上 75%　以上

70%　以
上

65%　以
上

65%　未
満

91% 130.0% 5

子どもに授業の流れが入り，子どもからの考え
が出るようになってきた。（８９％）今後も授業スタ
イルを意識した授業にしていく。
学びの七か条（９３％）については，今後も重点
目標を絞って取り組む。

3 0 0

授業スタイルをさらに意識させる。児童の
言葉で授業のまとめができるようにしてい
く。

（２）)論理的に話
す力を高める。

発表する時，理由づけ・結論先行・
ナンバリング・順序立てを使う児童を
増やす。

80% 90%　以上 85%　以上
80%　以

上
75%　以

上
75%　未

満
75% 94.0% 2

比較することを指導者も児童も意識し始め手い
る。（70％)全教科を通して，今後も話型を示した
り，理由を尋ねたりしながら、論理的に話す力を
高めていく。

2 1 0

発表する時には常に結論先行・理由づけ
を意識させる。そのために教師も話をする
ときに意識する。

3.8ポイ
ント

138.0% 4 3 0 0

0.4ポイ
ント

104.0% 3 3 0 0

（３）特別支援教育
について研修を深
める。

全学級で，研究授業の中で，個に応
じた手立てを２点以上行う。

2点 ４点以上 ３点 ２点 １点 ０点 2点 100.0% 3

授業の中で手だての提示はあったが，効果的な
支援はまだ十分でないので，個に応じた支援に
ついて研修や実践交流を深めていく。 3 0 0

個々の理解度を把握し声かけや具体的な
指示を行う。

毎月の挨拶週間の集計と，学期ごと
の保護者アンケートの集計をする。

80% 90%　以上 85%　以上
80%　以

上
75%　以

上
70%　未

満
91% 114.0% 5

地域で挨拶する児童が増えてきたが，まだ声が
小さく習慣づいているとはいえない。「挨拶名人」
をしっかり評価し，さらに意識を向上させる。

3 0 0

学級指導を継続して行い職員全員で声か
けを行う。

掃除振り返りカードの集計をする。 85% 95%　以上 90%　以上
85%　以

上
80%　以

上
75%　未

満
86% 101.0% 3

ほぼできているが，何をしたらよいか分からない
ため，時間いっぱいできないできない児童もいる
ので，「手順カード」を使い適切な掃除の仕方に
ついて指導し振り返りを継続して行う。

3 0 0

教師も共に掃除を行い具体的な手順を示
し毎日評価を行う。

月１回以上，全校集会や学級で調
べ，指導する。

85% 95%　以上 90%　以上
85%　以

上
80%　以

上
75%　未

満
93% 109.0% 4

だいたい守れているが守れていない児童が固定
化しているので，個別指導や全職員で声かけを
行う。 3 0 0

守れていない児童について個別に指導を
行う。

（２）道徳教育の
質の向上を図る。

毎月の報告に気づきを入れ，全体
の達成率を上げる。

２種類 ４種類 ３種類 ２種類 １種類 ０種類 3種類 150.0% 4

全学年毎月平均三種類の指導の工夫を行い，
目標達成に向けて努力した。さらに工夫をして内
容の充実を図る。 3 0 0

校内研修において資料分析やシュミレー
ションに重点をおき授業力を高める。

（３）読書好きの
子どもを育てる。

毎月，目標冊数（低：10冊以上・中：7
冊以上・高：5冊以上）を達成した児
童の割合を上げる。 80% 100% 90% 80% 70% 60% 98% 123.0% 4

98％の児童が目標を達成することができた。個
人差が大きいので，図書ボランティアの方と連携
を図りながら目標を達成することができていない
児童に対して週末読書を推進する。

3 0 0

どの学年も冊数は目標を達成できた。今後
は選ぶ本の内容についても指導をする。

50m走で,4月の最高タイムを更新す
ることができた児童の割合(評価７
月)を85%以上にする

85% 95%　以上 90%　以上
85%　以

上
80%　以

上
75%　未

満
51% 1

５０ｍ走のタイムを更新することができた児童が
尐なかった。ラダートレーニングに目標を持って
取り組ませたり，外遊びを推奨したりすることでタ
イムの更新を図る。

3 0 0

引き続き，ラダートレーニングに目標を持っ
て取り組ませる。

持久走で,９月の最高タイムを更新す
ることができた児童の割合(評価１２
月)を80%以上にする。

80% 90%　以上 85%　以上
80%　以

上
75%　以

上
70%　未

満

90%　以上 85%　以上 80%　以 75%　以 70%　未

年３回各学年で食育指導を行う。 3回 5回 4回 3回 2回 1回 3回 100.0% 3

１・２・６年生で食育指導を行った。来年度につな
げるためにファイルを作成し資料を残すようにし
た。未実施の学級は今後実施予定である。

3 0 0
食育指導の年間計画にも続き栄養士さん
と連携を取り指導を行う。

各学年で学期に１回以上食育だより
を発行する。

１回 ３回 ２回 １回 ０回 ０回 ２回 116.0% 4

各学年で１回以上「食育だより」を発行すること
ができた。全校対象の「食育だより」も発行するこ
とができた。保護者の意識を高めることが課題で
ある。

3 0 0

食育だよりの内容を工夫しさらに保護者の
意識を高める。

（１）地域，保護者へ学
校・学級情報の発信を
し，信頼される学校を
つくる。

○学校だより・保健だより，ＨＰ更新
を月１回する。
○学級だよりを月２回以上発行す
る。

1回 ３回 ２回 １回 ０回 ０回 ３回 150.0% 4

各たよりの発行については，目標を十分達成す
ることができた。さらに内容の充実を図ることが
課題である。ＨＰについては目標を達成すること
ができなかったので，夏季休業中の研修を生か
し今後は計画的に更新する。

3 0 0

夏季休業中の研修を生かし目標を達成で
きるように声かけを行う。

（２）地域の教育力を
活用した「ふるさと学
習」の推進を図る。

○地域の自然・文化・歴史・人材等
を生かした学習を各学年年間2回以
上取り入れる。
○地域を生かした「ふるさと学習」で
学んだことを基に地域へ貢献する。
（アンケート・手紙・掃除・まとめの掲
示等）

2回 ４回 ３回 ２回 １回 ０回 ２回

ふるさと学習は全学年２回以上取り組むことがで
きた。また，学んだことを交流・手紙・掲示の形で
地域へ紹介することが全学年２回以上実施する
ことができた。今後はさらに内容の充実を図る。 3 0 0

地域の行事を児童に伝え，行事等への参
加を促す。

（３）システムの充
実・改善を図る。

○評価の方策進行管理（進行状況
見直し・改善）を年間5回行う。

5回 7回 6回 5回 4回 3回 ２回

５月と７月に方策進行管理を行い，成果と課題を
明らかにした。改善策を話し合い取り組みを進め
ているところである。

3 0 0

７月の課題に対しての改善策を各部で話し
合い全体に周知徹底し取り組みを進める。

　　１：（不十分）

個々の課題を明確にし具体的な手立てを
考える。本時のめあてを明らかにしゴール
の見える授業を展開する。児童が分かる
授業をめざす。

・「論理的に話す力を高める」ことの
評価は可能か。
・評価項目は焦点を絞って簡潔にす
るとよい。
・全体の指標や目標値は妥当か。
・目標に向かってしっかり計画されて
取り組まれているのが分かった。
・これからのせらにしの子どもとして
自信と誇りが持てるような教育活動
を望みます。
・学校長を中心に教師集団が一丸と
なって取り組んでおられるのでよい
と思う。
・小中連携を継続してほしい。

全国
平均

ポイント
以下

６ポイント
以下

個人差が大きく，学力が二極化している。読む力
（＋３・８）数学的な考え方（＋０・４）である。今後
は個に対する支援を検討する必要がある。3ポイント

以上

評価基準

全国
平均

た

く

ま

し

い

体

の

育

成

自らを鍛
え、自らを
管理する
力を育て
る。

○毎月50m走の記録を取り目標意識を持たせ
て取り組み,記　録向上を図る。
○朝会時のジョギングや大休憩の脚力強化運
動(ラダートレーニング)を取り組む。

　
○講師(栄養士)を招いた研修の充実を図る。
○学期に2回早寝早起き朝ごはん週間を設定
する。

単元末テストにおける読む力・数学
的な考え方の平均点を，全国平均よ
り5ポイント上げる。 ６ポイント

以上

○道徳の時間を工夫（役割演技・資料提示方
法・導入の仕方等）する。

ｈ
達成度ｅ評価項目・指標 ｌコメント

○大きな声で挨拶する児童を育てるために，
「挨拶のレベル」を作って推進する。

○実態把握・個々のニーズに応じた支援のあり
方について研修を深める。

豊

か

な

心

の

育

成

家庭・地
域と連携
し、様々
な体験活
動を通し
て豊かな
人間性と
感性を育
む。

○時間いっぱい掃除する態度を育てるために，
担当職員が児童とともに掃除をし肯定的評価
をする。

確

か

な

学

力

の

育

成

教師の指
導力・授
業力の向
上を図
り，確か
な学力を
身につけ
させる。

(1)児童の体力を
向上させる。

（２）食育の充実
を図る。

平成２２年度　　学校評価自己評価表 （　中間 ・ 最終　）

【ミッション】　　統合経験校としての財産を地域・学校に発信し、円滑な学校統合及び小中連携教育の推進に貢献する。
【ビジョン】　 　ふるさとを大切にする子どもを育成する教育活動を展開し，地域の信頼が集まる学校をつくる。

自己評価

ｉ
評価

ｊ結果と課題の説明 ｍ改善案

学校関係者評価

ｄ目標達成のための方策

信

頼

さ

れ

る

学

校

づ

く

り

○「ボタンをきちんととめる」「持ち物のきまりを
守る」についての全体・学級指導を徹底する。

全校で統一した取り組み（週２回の家庭読書の
日設定・記録カードの記入）をすることで，冊数
を増やす。

発信・受
信・交流
をもとに，
信頼され
る学校を
つくる。

○地域，保護者へ学校・学級情報の発信をし，
信頼される学校をつくる。

○地域の自然・文化・歴史・人材等を生かした
「ふるさと学習」に取り組み，学んだことを基に
地域へ貢献しようとする児童を育てる。

○方策進行管理を計画的に実施することで，シ
ステムの充実と改善を図る。

（１）社会に適応
する人間関係作
りを進める。（挨
拶・掃除・きまりを
守る）

○小中授業スタイル（目標提示・まとめ・キー
ワード）・学びの７か条を意識した授業を行う。

○授業の中で比較する場面を設定し，理由づ
けをして発表させる。

ｋ評価

ａ学校教育
目標

ａ経営理念
ミッション・ビジョン

　ふるさとに愛着と誇りを持ち，ゆめの実現に向けて
学び続ける児童の育成

ｆ
目標
値

ｂ中期経営目標 ｃ短期経営目標

評価計画


